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204億2，321万円

　
平
成
八
年
度
の
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月
四
日
か
ら
一
一
十
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
台
所
は
決
し
て
裕
福
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
ハ
年
度
も
限
ら
れ
た
お
金
を
有
効
に
使
っ
て
、
く
ら
し
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
決
算
は
市
の
家
計
簿
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
い
く
ら
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
八
年
度
の
各
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
の
は
、
総
務
費
で
七
十
一
億
四
千
九

百
五
十
二
万
円
（
全
支
出
の
三
十
五
・

○
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
お
金
は
、
主
に
白
石
市
文
化

体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
（
キ
ュ
ー
ブ
）
や

（
仮
称
）
白
石
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
を
は
じ
め
一
般
事
務

費
や
基
金
（
市
の
貯
金
）
の
積
立
金
な

ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
市
道
や
都
市
計
画
街
路
、
住
宅

等
の
整
備
（
土
木
費
）
に
三
十
三
億
九

千
三
百
五
万
円
、
（
仮
称
）
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や
老
人
福
祉
、
保

育
園
の
運
営
等
の
経
費
（
民
生
費
）
に

二
十
五
億
三
千
百
五
十
二
万
円
と
続
い

て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
を
市
民
一
人
当

た
り
で
み
る
と
、
約
四
十
九
万
円
を
使

っ
た
こ
と
に
な
り
、
一
世
帯
当
た
り
に

す
る
と
約
百
六
十
二
万
円
を
支
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
納
め
ら
れ
た

税
金
は
、
一
人
当
た
り
約
十
万
円
、
一

世
帯
当
た
り
で
は
三
十
五
万
円
余
り
を

負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
平
成

九
年
三
月
末
日
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ

る
人
口
四
万
一
千
六
百
七
十
二
人
、
世

帯
数
一
万
二
千
五
百
八
十
三
世
帯
で
計

算
）

平成8年度決算

　
平
成
八
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

収
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）
が
二
百
十

億
一
千
八
百
八
十
三
万
円
で
、
支
出

（
市
が
使
っ
た
お
金
）
が
二
百
四
億
二

千
三
百
二
十
一
万
円
で
し
た
。
差
し
引

き
で
五
億
九
千
五
百
六
十
二
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
、
こ
の
う
ち
二
億
四
千

七
百
三
十
万
円
は
基
金
に
積
み
立
て
、

残
り
は
平
成
九
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し

た
。

　
収
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
の
は
、
白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ

ン
タ
ー
（
キ
ユ
ー
ブ
）
建
設
事
業
や

（
仮
称
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
i
建
設
事

業
な
ど
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
た
市

債
（
地
方
債
）
で
五
十
五
億
七
千
百
七

十
万
円
（
全
収
入
の
二
十
六
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
）
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
は
公
共
施
設
の

建
設
事
業
等
の
財
源
と
し
て
積
極
的
に

市
債
（
地
方
債
）
を
借
り
入
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
借
入
金
に
係
る
元
金

や
利
子
の
償
還
金
の
お
よ
そ
三
十
～
一

〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
を
、
後
で
国
が

地
方
交
付
税
と
い
う
形
で
戻
し
て
く
れ

る
と
い
う
、
た
い
へ
ん
得
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
（
白
石
市
の
地

方
債
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
P
4
～
P

5
を
参
照
）

　
次
に
多
い
の
が
、
市
税
で
賄
い
き
れ

な
い
財
源
の
不
足
分
を
補
う
た
め
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
地
方
交
付
税
で
四
十

八
億
四
千
三
百
六
十
三
万
円
（
全
収
入

の
二
十
三
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
次
に
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
市
税
で
す
。
こ
の
市

税
は
、
固
定
資
産
税
、
市
民
税
、
都
市

計
画
税
な
ど
で
四
十
四
億
七
百
八
十
四

万
円
（
全
収
入
の
二
十
一
・
○
パ
ー
セ

ン
ト
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を

使
っ
た
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
の
一
般
会
計
で
最
も
多
く
支
出
し

諸　　　収　　　入7億1，000万円

地方譲与税4億137万円
繰越金3億483万円自動車取得税交付金ほかア億5，240万円　　13億3472万円

17億4，672万円

そ
の
他

鐙3！

県
支
出
金

国
庫
支
出
金

繰
入
金

毒『麟3
44億784万円

雛方家欝纏．

48億4，363万円

「市　窺

55億7，170万円

8＄〆121．㊤騰

6．4％　4．5％

鴫26．5％

　　　　　　　　　　蟹
　　　　　　　10億7517万円

，，億8蕪＼

癒消
防
費

衛
生
費

、
一
農
林
水
産
業

教
育
費

蜘鷹義黛

　25億
1．028万円

購　25億
3，152万円

＃構一、r～

　33億
9，305万円

獅務、糞』』

71億4，952万円

6，7％　　6，6％　5．3％1．9％　　3．2％

　　　　商　工　費3億3，087万円
　　　　議会費2億2，720万円
　　　　労　働　費　　6，677万円
　　　　災害復旧費　　3，495万円

國23％槍4為縮』61ん
35Q！

490，094円

一般会計歳出決算額

204｛意2，321万円

人口41，672人として
▲盛況なにぎわいを見せるキューブ

考えると市民一人当たり…

総務費171，566円

土木費81，423円

民生費60，749円

農林水産業費　32，640円

衛生費25，801円

消防費　9，129円

その他15，833円

市たばこ税　　4，335円固定資産税　54，768円

公債費60，239円

教育費32，714円

2，857円軽自動輔など市民税39，309円

閣
凹
駆

　
彪

「
▼
含

■
■

二
＝

■

都市計画税　　4，506円
105，775円

水道事業会計

収益的収入及び支出
　収入　10億6，443万円
　支出　　9億3，502万円

資本的収入及び支出

　収入　2億2，299万円
　支出　4億698万円

農業集落排水事業

　収入　2億1，901万円
　支出　2億1，901万円

　　　計

　　老人保健

収入　33億9，317万円

支出　33億6，390万円

別　　　会
地方卸売市場事業

　　収入　1，367万円
　　支出　1，367万円

　特
下水道事業

収入　23億541万円
支出　23億230万円

国民健康保険

収入　24億9，950万円

支出　23億7，233万円



・嘱一

栂瓦

糞
副

㌻
緬鴨

①
地
方
債
と
は
何
で
す
か
？

　
国
の
借
入
金
は
「
国
債
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
市
町
村
の
長
期
の
借
入
金
は

呼
ば
れ
、
市
に
お
い
て
は
「
市
債
」
と
い
い
ま
す
。

「
地
方
債
」
と

韓：、㌍ン

②
地
方
債
を
な
ぜ
借
り
る
の
で
す
か
？

　
市
の
主
な
財
源
で
あ
る
市
税
は
景
気
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
事
業
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
地
方
債
を
借
り
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
な
ど
の
突
発

的
な
事
業
や
、
大
規
模
な
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
債
を
借
り
る
と
、
財
政
負
担

を
均
等
に
で
き
ま
す
し
、
白
石
第
二
小
学
校
な
ど
長
く
使
わ
れ
る
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
使
う
人
た
ち
の
負
担
を
公
平
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
白
石
市
が
地
方
債
を
多
く
活
用
し
て
い
る
の
は
、
白
石
城
、
白
石
市
文
化
体

育
活
動
セ
ン
タ
ー
（
キ
ュ
ー
ブ
）
建
設
等
に
借
り
入
れ
た
地
域
総
合
整
備
事
業
債
（
地

方
債
の
種
類
の
ひ
と
つ
）
等
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
借
入
金
の
元
金
や
利
子
の
返
済
の
お

よ
そ
三
〇
ー
一
〇
〇
％
程
度
が
国
か
ら
地
方
交
付
税
と
い
う
形
で
戻
し
て
も
ら
え
る
非

常
に
有
利
な
地
方
債
だ
か
ら
で
す
。
（
表
1
1
参
照
）

　
平
成
八
年
度
一
般
会
計
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
（
利
子
が
高
い
と
き
に
借
り
、
期

限
前
に
返
し
た
高
利
率
の
地
方
債
九
億
七
千
三
十
五
万
六
千
円
を
除
く
〉
お
よ
そ
十
五

億
三
千
九
百
万
円
の
う
ち
約
五
〇
％
の
七
億
九
千
万
円
ほ
ど
が
地
方
交
付
税
と
し
て
国

か
ら
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
表
1
2
参
照
）

▲世界的にも誇れる「キューブ」

☆干球8年度塘方康奪活用レだ主な事業　，

　事　　業　　名　　　事業費
3，203，400

　　82，200

　361，400

　578，400

　332，700

　204，600

　137，800

　　20，500

玉

鴫

4，329，549

　201，727

　550，001

1，071，705

　686，348

　351．086

　？訟～、　　　　　　　、

幣鳥』藤』
臨、；輔鞭獣

臨醗

臼石市文化体育活動センター（キューブ）建設

（仮称）自石市マルチメディアセンター建設

（仮称）総合福祉センター建設

市道整備

都市計画街路整備

公園整備

岬へ
」

　
　
　
、

継
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表一2

●公債費（元利償還金）の推移

　　市営鷹巣住宅建設　　　　　　　　　278，219

　　白石第二小学校屋外教育環境整備　　113，977
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25，1

〆
L

③
地
方
債
を
ど
の
く
ら
い
借
り
て
い
ま
す
か
？

　
市
民
か
ら
期
待
さ
れ
る
、
様
々
な
事
業
を
バ
ラ
ン
ス
良
／
＼
か
つ
↓
刻
も
早
く
実
行

す
る
た
め
に
は
、
地
方
債
に
よ
る
資
金
調
達
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
地
方
債
残
高

も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
八
年
度
末
で
は
、
二
百
二
十
一
億
一
千
二
百
五
十
七
万

五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
に
は
、
地
方
交
付
税
で
国
か
ら
戻
し
て
も
ら
え
る
お
金
が
お
よ
そ
九
十
四
億

二
千
四
百
万
円
ほ
ど
あ
り
、
差
し
引
き
正
味
の
地
方
債
残
高
は
百
二
十
六
億
八
千
九
百

万
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
、
都
市
整
備
基
金
、
減
債
基
金
等
の
基
金

（
市
の
貯
金
）
の
総
額
が
お
よ
そ
五
十
六
億
六
千
二
百
万
円
（
平
成
九
年
三
月
三
十
一

日
現
在
）
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
貯
金
を
差
し
引
く
と
白
石
市
の
地
方
債
残
高
は

約
七
十
億
二
千
七
百
万
円
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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〉
白
石
型
ま
ち
づ
く
り
の
柱
の
一
つ

　
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

一
「
U
コ

・
ダ
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漂
ー還

※繰上償還金とは高利率の地方債を期限前に返したもので
　通常の元利償還金とは異なります。

麗元金［コ利子口繰上償還金　　　18．6

14．3
12，9

11，8

平成4年度　平成5年度　平成6年度　平成7年度　平成8年度

F
亀

53％

0～80％

30－53％

30％

80％

47．5～95％

80～100％
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億
　
　
　
億
　
　
　
億
　
　
　
億
　
　
　
0

25
　
　
2
0
　
　
1
5
　
　
1
0
　
　
5

謡駆

’
い

鷺講

▲着々と工事が進む「福祉の里」

平成8年度末現在高

耀
．

分
鰯区

10．463．022

967．675

麟
翼地域総合整備事業債
轟
轟一般公共事業債

1，720，760

2，916，874

539，717

1臨時地方道
　臨時河川等整備事業債

萎i

　義務教育施設整備事業債

　辺地対策事業債

112．585災害復旧事業債

1。818．725減税補てん債等

3．573．217他のそ

22，112，575

　
　
　
　
誠
鍵

鶴踏、

　
　
盟
荷

岬孕

喘
．

計

麟綱瞠阿鱗降

難
盤

　
　
　
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
遼

　
　
　
　
　
　
　
　
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵐

　
昌
哩

ー
鴫
｛

　蹄

欝

鑛
畢

④
地
方
債
は
何
に
で
も
使
わ
れ
る
の
で
す
か
？

　
地
方
債
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
議
会
で
、
そ
の
借
入
額
、
条
件
な
ど
が
決
め
ら

れ
、
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
県
に
申
請
を
し
、
知
事
が
借
入
を
許
可
し
ま
す
。

　
収
入
が
不
足
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
地
方
債
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
地
方
債
を
充
て
る
事
業
は
、
文
教
施
設
、
厚
生
施
設
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
事
業
や
突
発
的
に
発
生
し
た
災
害
復
旧
な
ど
の
事
業
に

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
債
を
借
り
入
れ
た
際
、
毎
年
度
元
金
の
償
還
及
び
利
子
の
支
払
い
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
公
債
費
と
い
い
、
こ
の
公
債
費
の
市
税
な
ど
一
般
財
源
に
占

め
る
割
合
を
公
債
費
比
率
と
い
い
ま
す
。
財
政
の
健
全
性
を
保
つ
た
め
に
は
、
こ
の
率

が
高
く
な
ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
平
成
八
年
度
の
白
石
市
の
公
債
費
比
率
は
十
四
・
六
％
と
前
年
度
と
比

較
し
て
丁
○
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
県
内
一
〇
市
中
、
中
ほ
ど
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

（
表
！
3
参
照
）

ラ％位単（

表一3

●公債費比率の状況

平成8年度平成7年度平成6年度平成5年度平成4年度

14．615．615．313。912．4

窪
窪

・
ノ
丸
q



白石市生涯学習フェスティバル
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第5回自石市生濯

生涯学習推進室（キューブ内）盈22－1290●お問い合わせ先

　　　　　社会教育指導員）

　日　　日寺　　19日　13：00～14：00

◇映画「わすれるもんか」
　日　　日寺　　18日　14：00～14：40

　　　　　19日10：00～10：40

◇とっておきの発表会

　心身に障害を持つ人たちの施設等

で生活する方々の発表や紹介

　日時19日14：15～15：15
◇パネル・作品展示、販売（18日・19日）

◇介護機器展示（19日10：00～15：30）

　心身に障害を持つ人たち斌種々の　●場所中央公民館（大ホール）
困難を克服し、強く生きていくためには、　　●内　容

適切な教育と関係者の方々や地域の皆　　　◇講　演「赤い心・いい顔・金太郎」

様の、正しい理解と認識が大切です。　　　　　　　（腹話術での講演）

●日　時　10月18日出13＝00～16：00　　　・講　師　清野　義裕氏

　　　　10月19日（日）9：00～16：00　　　　　　　（仙台市中山市民センター

新
世
紀
た
く
す
聞
票
わ
た
し
か
ら

白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
十
月
二
十
六
日
旧
は
宮
城
県
知
事
選

挙
の
投
票
日
で
す
。
宮
城
県
知
事
選
挙

は
、
十
月
九
日
に
告
示
さ
れ
十
月
二
十

六
日
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
一
票
は
、
住
み
よ
い
県
土

を
築
く
進
路
を
決
め
る
大
切
な
一
票
で

す
。
一
人
、
ひ
と
り
大
切
な
一
票
を
投

じ
ま
し
ょ
う
。

◎
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
ぎ
る
人

次
の
用
件
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

（
住
所
用
件
）
平
成
九
年
七
月
八
日
以

前
に
転
入
届
出
（
住
民
票
作
成
）
を
済

ま
せ
た
方
で
す
。

（
年
齢
用
件
）
昭
和
五
十
一
一
年
十
月
二

十
七
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

◎
投
票
所
入
場
券

　
シ
ー
ル
で
目
覆
い
の
し
て
あ
る
ハ
ガ

キ
で
郵
送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
右
下
角

の
と
こ
ろ
か
ら
「
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い

に
」
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。
四
名
ま
で

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
各
自
切
り
は
な
し
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
り
、

し
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
時
は
、
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

◎
投
票
時
問

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
で
す
が
、
次
の
投
票
区
は
時
間

を
繰
り
上
げ
ま
す
。

◎じ・・9・
不小福福小福福福
在原岡岡原岡岡岡
者第第第第第第第
投一十三六八七六
票投投投投投投投
　面　田　面　面　価　 面　置巨
　ホ　ホ　ホ　アド　ホ　フド　ホ

　所所所所所所所
午
後
四
時
ま
で

午
後
五
時
ま
で

　
投
票
は
、
投
票
日
当
日
、
選
挙
人
名

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
原
則
で
す

が
、
投
票
日
当
日
、
投
票
所
に
行
け
な

い
方
の
た
め
の
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
事
由
と
し
て

ω
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務

ま
た
は
業
務
に
従
事
す
る
場
合
。

働
止
む
を
え
な
い
用
務
（
旅
行
も
含
む
）

ま
た
は
事
故
等
の
た
め
に
市
外
に
で
か

け
る
場
合
。

⑥
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
、
投

票
日
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
。

　
の
事
由
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
次
の
期

問
内
に
入
場
券
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
三
階
）

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

O
期
問
　
十
月
九
日
～
十
月
二
十
五
日

O
時
問
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午

後
五
時
ま
で

○
場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
三
階
）

◎
開
票

　
十
月
二
十
六
日
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
白
石
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
い

ま
す
。
参
観
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会

場
の
都
合
上
参
観
席
が
二
百
席
程
に
限

ら
れ
ま
す
の
で
入
場
整
理
券
を
発
行
し

ま
す
。
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・

白
石
市
中
央
公
民
館
に
申
ー
出
で
、
く
だ
．

さ
い
。

◎
そ
の
他

　
市
内
か
ら
県
内
の
市
町
村
へ
転
出
し

て
ま
だ
四
ヶ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
方

が
投
票
さ
れ
る
時
は
「
引
き
続
き
県
内

の
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
居
住
し
て

い
る
市
町
村
長
か
ら
、
そ
の
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
き
て
、
転
出
前
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
電
話
≡
一
1
＝
一
二
五
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
票
財
⑳
甕
麗
に

　
　
　
◎
恥
冠
⑳
翻
網
5
世

　
従
来
か
ら
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
開

票
所
（
市
民
会
館
）
が
次
の
場
所
へ
変

更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
変
更
後
開
票
所
白
石
市
中
央
公
民

館

“
，

r
甑
＼

白石市生涯学習フェスティバル事業・第34回宮城県芸術祭音楽会1

　「カテドラル（大聖堂）の響きへの誘い」

　オルガン奏者　　渡辺　真理

　　　　　　　　松尾　泰江

　ソプラノ　　　　佐藤　順子

　　　　　　　　渡辺ジュディス

　テノール　　　　佐藤　淳一

　合　唱　　　　　キューブ合唱団

　　　　　　　　仙台放送合唱団

●入場料　一　般　　1，000円

　　　　　高校生　　500円

　　　　　中学生以下　無料

ε

11月1日（土）18：00～20：30

　白石市文化体育活動センター

　（キューブ）・コンサートホール

●出演者

　解説　　 細淵誠一
　指揮　　　　　佐々木　隆行

　チェンバロ奏者　　粟田口　節子

　フルート奏者　　　紺野　良子

　ヴァイオリン奏者　熊井　雅美

白石城及び遊歩道ネットワーク沿いに白石を詠む

＝城下町白石をうたう＝

至丸森
キューフ●

白石蔵王駅

　　至福島

む
至
福
島

至
福
島

　　　　　至角田

コ至仙台

　白石市中央公民館　　●
　　　　　　　白石駅
　　　　　　「『一一「工「

キ
パ
ル
ロ
ー
ド

〔
ロ
ロ

至
仙
台

　
　
敷

国
道
1
1
3
号

4号バイパス

至
仙
台

至七ケ宿

　　　　　　　　uヘメ

　　　　　　白石市生涯学習フェスティ

　　　　　　　　　「カテドラル（大

　白石市及びその近隣において活躍　　　●日　時　111

する音楽家と宮城県芸術協会音楽部　●会場
会員が、今年5月に市民の生涯学習　　　　白石市文化｛

推進の中枢施設としてオープンした　　　　（キューブ）

白石市文化体育活動センター（キュ　　　●出演者

一ブ）において、ホールの特性であ　　　解　説

る国内最長の残響時間と国内初のシ　　　　指　揮

ンフォニックな大パイプオルガンを　　　チェンバロ葦

生かしたオルガンと合唱の組み合わ　．　フルート奏」

せを主体とした演奏会。　　　　　　　　ヴァイオリ・

　白石城及び遊歩道ネットワーク沿いに、白石城、武家

屋敷などにちなんだ短歌、俳句、川柳を掲示します。城

下町白石のたたずまいの魅力を作品をとおして再認識く

ださい。

●期　間　10月1日（湘～11月30日（日）

●場所白石城及び遊歩道ネットワーク沿い

馨

　120年ぶりに復元された白石城周　　　　白石城周辺を散策しながら、見慣

辺や、歴史的な風景を残す沢端川周　　　れた空問を再発見してみませんか？

辺の景観の中に、彫刻を配置します。　　●期　間　11月1日出～12月1日・（月1

彫刻では周りの空問も作品の一部で　●場所白石城周辺及び沢端川周辺
す。



　
ア
エ
ラ
に
記
載
さ
れ
た
「
教
師
に
人

の
か
」
を
読
ん
で
胸
が
痛
く
な
っ
た
。

を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
神
奈
川
県
内
の
公
立
中
学
校
。

あ
る
教
師
が
自
習
を
し
て
い
た
隣

の
三
年
生
の
教
室
を
覗
い
て
み
る

と
、
生
徒
が
シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ
て

い
た
。
教
師
が
そ
れ
を
取
り
上
げ

よ
う
と
す
る
と
、
生
徒
が
教
師
の

首
を
絞
め
て
き
た
。
生
徒
は
1
8

0
セ
ン
チ
も
の
体
格
で
あ
る
。
他

の
先
生
を
呼
ん
で
も
ら
お
う
と
、

周
り
の
生
徒
に
視
線
を
送
っ
た
。

生
徒
も
気
づ
い
て
、
先
生
を
呼
び

に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
「
呼
び
に

行
っ
た
ら
、
ぶ
っ
殺
す
ぞ
」
と
教

師
の
首
を
絞
め
て
い
る
生
徒
が
威

嚇
し
た
。
動
い
て
く
れ
そ
う
な
生

徒
は
誰
か
。
声
を
振
り
絞
っ
て
名

前
を
呼
ん
だ
。
そ
の
生
徒
は
、
す

ぐ
に
他
の
先
生
を
呼
ん
で
来
て
、
引
き
…

れ
た
。

離
し
て
く

て
教
え
て
く
れ
て
い
る
ん
で

ん
で
す
」
と
親
は
言
う
。
子
僻

■教師の人権■

権
は
な
い

二
、
三
例

泰
れ
て
い
る
。
日
頃
ツ

か
、
こ
の
生
徒
を
押
さ

え
つ
け
た
。
こ
の
ま

ま
暴
れ
て
は
警
察
を

呼
ぶ
こ
と
に
な
る
、

と
ツ
ッ
パ
リ
た
ち
も

考
え
た
か
ら
だ
。

　
受
験
期
に
な
る
と

す
ご
く
い
ら
い
ら
す

る
子
が
い
る
。
ち
ょ

っ
と
言
う
と
「
な
ん

だ
よ
i
」
と
く
っ
て

か
か
る
。
そ
ん
な
こ

と
を
言
う
子
で
は
な

か
っ
た
と
思
っ
て
、

家
庭
訪
問
を
し
た
。

「
う
ち
の
塾
は
毎
日

夜
十
二
時
ま
で
や
っ

て
く
れ
て
い
る
ん
で

す
。
こ
の
子
を
残
し

・
す
。
感
謝
し
て
い
る

供
は
遊
ぶ
ど
こ
ろ
か
、

し
か
し
、
生
徒
は
ま
だ
暴

ッ
パ
リ
仲
間
の
生
徒
た
ち
が

寝
る
時
間
さ
え
な
い
。

　
あ
る
学
校
で
、
教
師
が
中
心
に
な
っ
て
、
「
お

や
じ
の
会
」
を
つ
く
っ
た
。
「
先
生
、
何
や
っ
て

ん
だ
。
も
う
少
し
厳
し
く
し
な
き
ゃ
。
」
教
師
側

は
、
父
親
を
学
校
見
学
に
誘
っ
た
。
授
業
が
成
り

立
た
な
い
。
勝
手
に
し
ゃ
べ
っ
て
立
ち
歩
く
。
お

ま
け
に
、
見
学
に
来
た
父
親
と
別
の
生
徒
が
ケ
ン

カ
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
、
授
業
参
観
と
い
う
名
の

お
や
じ
た
ち
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

年
の
暮
れ
頃
に
は
、
ク
ラ
ス
が
や
っ
と
落
ち
着
い

て
き
た
。
だ
が
、
三
年
生
の
学
年
主
任
の
と
き
、

こ
の
教
師
は
生
徒
に
よ
る
傷
害
事
件
の
被
害
者
と

な
っ
た
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
指
導
で
は
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
面
も
あ
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必

要
と
思
う
が
、
親
が
納
得
し
な
い
と
き
も
多
い
。

校
長
は
教
師
に
対
す
る
暴
力
を
取
り
上
げ
て
く
れ

な
い
。

　
ソ
ニ
ー
の
創
立
者
、
井
深
大
氏
は
、
次
の
よ
う

に
言
う
。
「
幼
児
の
脳
細
胞
は
無
地
の
キ
ャ
ン
バ

ス
み
た
い
な
も
の
で
す
。
こ
の
頭
脳
未
熟
な
と
き

に
よ
い
刺
激
を
与
え
る
か
ど
う
か
で
す
。
私
の
考

え
て
い
る
理
想
像
は
、
他
人
の
い
う
こ
と
を
理
解

し
、
自
分
の
考
え
方
を
相
手
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝
達

で
き
る
人
で
す
。
親
が
子
供
を
き
び
し
く
し
つ
け

て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
」
そ
し
て
言

葉
を
継
ぐ
。
「
今
日
の
学
校
教
育
は
、
ほ
と
ん
ど

進
学
教
育
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。
教
師
の
模
範

解
答
を
ま
る
暗
記
し
て
お
け
ば
無
難
に
進
学
で
き

る
。
そ
れ
で
も
足
り
ず
に
塾
に
通
っ
て
受
験
技
術

を
磨
く
。
」

　
脳
は
、
八
、
九
歳
ま
で
に
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま

で
形
づ
く
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
時
期
に
家
庭
で

の
ふ
れ
あ
い
を
欠
き
、
厳
し
い
し
つ
け
を
受
け
ず
、

人
間
と
し
て
の
モ
ラ
ル
が
形
成
さ
れ
て
な
い
子
供

た
ち
が
、
偏
差
値
重
視
の
教
育
を
さ
れ
れ
ば
、
つ

い
て
い
け
な
い
子
供
た
ち
が
治
外
法
権
を
盾
に
と

っ
て
、
言
い
た
い
放
題
の
、
や
り
た
い
放
題
に
な

っ
て
い
く
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

　
問
題
は
暗
い
淵
を
硯
く
ほ
ど
に
深
い
。
し
か
し
、

も
う
一
度
私
は
問
い
た
い
。
子
供
に
人
権
が
あ
る

と
同
時
に
、
教
師
に
も
人
権
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

美人棋士が語る

　
ぜ
　
　
も
ト

　1縫　　
．。雛

　　　　　　　　　ひと男女共同参画社会をめざした「男
ひと

と女で築くいきいきライフ97」で、

8月27日（胸、女流棋士三冠の清水市

代さんを招いての講演会が碧水園で

開かれました。演題は「私の選んだ

道」と題して、将棋の歴史や勝負に

臨む心境などをユーモア交えて話さ

れました。会場には市内外から集ま

った一般の主婦やファンなど約百数

十名の観客で賑わいました。

講演に先だっては男女共同参画社

会をテーマとした意見文や標語、イ

ラストなどの表彰が行われました。

風流の極み天守閣で茶の湯

　　　『欝ニド・i・ほ汐饗

騰ラ　細イ　ー　櫻葬…汀、、
一、　　　　。 l1㏄　　　霜

灘g．襲、1轡．

蝿こ部 　　．・）実，1

パ響、．4－1／

9月6日お茶日和のなか白石城で

市民茶会が開催されました。昼は本

丸内で野点が開かれ、市内外から訪

れた約700人の茶人は天守閣を背景

にお茶の風雅を楽しみました。

また～夕方からは場所を天守閣に

移して行われ、この日白石市を訪れ

た京都大徳寺内徳禅寺住職了庵師も

参加し、三階にしつらえた茶室内の

茶道具や掛軸らを鑑賞しながら茶の

湯を堪能しました。開け放たれた戸

から見る夕景の移ろいだけが時の流

れを知っていたようです。

まちかど・ズーム1ハμ

初秋の蔵王高原を駆け抜ける！！

患騨
鰯
鱗

聯調』．

劉
轟
“
．

9月15日、敬老の日に毎年恒例の

みやぎ蔵王高原マラソン大会が、国

立南蔵王青少年野営場をメイン会場

に開催されました。今年で11回目に

なるこの大会には、一般男子・女子

20kmをはじめ、親と小学生の親子ペ

ア3km、60歳以上のヘルスパイオニ

アコース等5種目28部門に、南は福

岡県、北は青森県など全国各地から

マラソン愛好者約1，000名が参加し

ました。開会式では、11年連続でへ

ルスパイオニアコースに出場してい

る西益岡の半沢正雄さん／91歳）を

　　デ初め10名の方々が高齢者賞として表

彰されました。

当日は朝から降り続いていた雨も

競技開始の時には上がり、まずまず

のコンディションの中、ランナーた

ちはススキの穂がたれる標高600メ

ートルの高原のコースで、沿道から

の声援を受けながらゴールをめざし

て力走しました。

素晴らしい八一モニーを披露

●　9●

8月26日、キューブで日本を代表

するNH　K東京放送児童合唱団を招

いてコンサート（白石益岡ライオン

ズクラブ主催）が行われました。春

の小川、里の秋などおなじみの唱歌

が披露されたほか、なぞなぞに曲を

つけて正解を会場のみなさんに問う

場面では笑いがあがっていました。

また、白石中学校合唱団及び吹奏

楽部のみなさんも出演し、コンサー

トの最後には児童合唱団とのジョイ

ントステージとして「夏の思い出」

を合唱し、素晴らしいハーモニーを

披露していました。

珍しい書状を展示

白石の貴重な古文書を集めて9月

16日から21日まで、お月見と古文書

展が片倉家中武家屋敷「旧小関家」

で開かれました。

古文書は上戸沢宿検断の木村家の

古文書など22点が展示されました。

検断は宿場の行政をも担っており、

大肝入りからのさまざまな指令や通達

の文書が残存していて目を引きました。

また縁側には月見団子やいも、栗

などが供えられ、見学者はしばし足

を止めて十五夜の風情を楽しんでい

ました。

ずっとお元気でいてね！！

1　
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　9月13・15日に市内の100歳以上

のお年寄り5人に特別敬老祝金が贈

られました。特に112歳になられた

早坂たけさんは東北一、全国でも5

番目の長寿者となりました。早坂さ

んのご家庭は常に笑いがたえない様

子、この温もり、思いやりが長寿に

は欠かせない条件なのでしょうね。

市内の100歳以上の方は次のとお

りです（敬称略）。早坂たけ（112歳）、

日下精二（102歳）、堀内まつの（102歳）、

小熊重治郎（102歳）、佐藤まき（100歳）

だれも1靱1福祉のまちづくり1めざして

9月13日、中央公民館において第

5回白石市社会福祉大会が開催され

ました。第一部の式典では長年にわ

たり福祉分野に功労があった個人・

団体105名が表彰・顕彰されました。
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第二部の記念行事では、在宅介護、

老いの問題をとりあげ、県内外で公

演活動を行っている桃生町の桃次郎

劇団による「ふくし劇」が披露され

ました。方言を交えながらの笑いあ

り、涙ありの劇では地域福祉の大

切さを訴えていました。



市
民
文
芸
鵬
藷
韓
臨
辮
郷
．
齢
奪

高
橋
辰
男
選

新
し
く
家
族
と
な
り
し
孫
の
名
を
記
し
て
今
宵
名
越

し
に
参
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

一
生
を
下
駄
商
い
て
終
え
し
母
く
し
く
も
忌
の
日
は

下
駄
の
日
な
り
き
（
7
月
2
2
日
）
　
　
佐
藤
　
ひ
で

背
中
を
ば
丸
め
ず
歩
め
と
老
夫
は
言
う
リ
ュ
ッ
ク
背

負
い
て
町
に
出
で
ゆ
く
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

ガ
ラ
キ
ュ
ー
ブ
荘
厳
な
響
き
胸
あ
つ
し
大
聖
堂
の
祈

り
の
如
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

屋
根
替
え
を
終
え
し
諏
訪
社
の
夏
ま
つ
り
児
等
樽
神

輿
威
勢
よ
く
牽
く
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

早
朝
よ
り
樫
大
樹
に
蝉
し
ぐ
れ
鶯
暇
鳴
き
に
ぎ
や
か

な
夏
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

救
急
車
に
運
ば
れ
し
吾
に
涙
す
る
孫
の
優
し
さ
に
心

打
た
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

蝉
し
ぐ
れ
萩
の
里
に
も
舞
い
降
り
て
風
の
流
れ
に
身

を
ゆ
だ
ね
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
子

乾
草
を
取
ら
ん
と
暑
き
日
老
夫
は
生
き
が
い
な
り
と

刈
機
う
な
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

風
鈴
の
音
聞
え
く
る
窓
開
き
永
病
む
姉
に
風
入
れ
て

や
る
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

國
一
首
目
。
家
族
の
息
災
を
祈
る
夏
越
祭
り
に
、

誕
生
し
た
孫
の
名
も
加
え
て
喜
び
が
内
包
さ
れ
た
。

二
首
目
。
「
二
の
字
二
の
字
の
下
駄
の
跡
」
か
ら
下

駄
の
日
は
二
十
二
日
。
不
思
議
な
暗
合
の
忌
日
に
、

母
追
慕
の
思
い
は
深
い
。
三
首
目
。
夫
の
忠
告
を
リ

ュ
ッ
ク
と
共
に
背
に
負
っ
て
出
か
け
る
明
る
い
作
者
。

サ
ン
グ
ラ
ス
思
ひ
の
外
に
似
合
ひ
け
り

立
秋
や
二
組
の
婚
の
招
き
文

　
　
　
　
　
ハ
チ

女
子
な
る
踊
太
鼓
の
抱
さ
ば
き

雲
の
峰
ま
ぶ
し
く
仰
ぐ
不
忘
山

閃
光
に
唯
伏
す
ば
か
り
雲
の
峰

鍬
の
柄
に
蜻
蛉
を
止
め
一
服
す

万
緑
を
仰
ぎ
眺
め
て
露
天
の
湯

女
装
し
て
踊
る
若
者
賞
に
入
る

遠
藤
秋
尾
選

高八川日鈴佐熊山
橋島村下木藤谷家

正葉静　民周敏弘
雄子恵文子子子子

繰
り
返
す
禍
福
皐
寿
や
走
馬
燈

も
う
着
き
し
も
の
や
ら
険
し
雲
の
峰

三
浦
愛
嶺

岩
沢
伍
峯

圖
一
句
目
。
作
者
は
九
十
余
歳
に
な
ら
れ
た
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
走

馬
燈
の
廻
る
の
を
み
つ
つ
想
い
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
二
句
目
。
入
道
雲
が
険
し
く
な
っ
た
。
暗
い
色
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
帰
っ
て
行
っ
た
方
々
は
も

う
着
い
た
頃
だ
ろ
う
か
。
三
句
目
。
サ
ン
グ
ラ
ス
は

夏
の
季
題
で
あ
る
。
日
頃
恥
ず
か
し
く
て
か
け
な
い

の
だ
が
、
そ
っ
と
か
け
て
み
た
。
そ
れ
が
思
い
ほ
か

似
合
っ
て
い
る
。
若
者
の
俳
句
面
白
い
作
品
で
あ
る
。

近
江
孫
太
郎
選

父
母
の
墓
自
分
を
許
せ
る
ま
で
洗
う
　
菊
池
　
不
忘

笑
い
袋
開
け
た
ら
愚
痴
が
こ
ぼ
れ
出
す
　
菅
野
　
春
江

消
し
ゴ
ム
の
役
目
一
生
尻
ぬ
ぐ
い
　
　
佐
藤
　
武
雄

ま
な
板
は
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
音
で
嶋
る
　
片
岡
　
鶴
子

風
の
街
だ
ま
さ
れ
上
手
に
な
っ
た
午
後
南
か
ほ
る

大
根
が
煮
え
て
家
族
の
輪
が
で
き
る
　
草
野
　
　
清

リ
ス
ト
ラ
と
右
脳
左
脳
が
シ
ョ
ー
ト
す
る
芝
玄
太
郎

生
き
て
い
る
証
し
ふ
し
ぶ
し
自
己
主
張
　
米
沢
　
礼
子

帰
り
道
影
の
長
さ
に
秋
を
知
る
　
　
　
小
野
嘉
津
子

孫
の
背
が
伸
び
て
わ
が
身
の
老
い
を
知
る
　
菊
地
　
俊
子

囲
一
句
目
。
「
孝
行
し
た
い
時
に
は
親
は
な
し
」

の
こ
と
ば
が
身
に
し
み
る
。
特
に
「
自
分
を
許
せ
る

ま
で
洗
う
」
の
表
現
が
共
感
を
呼
ぶ
。
秀
句
。
二
句

目
，
笑
い
と
愚
痴
を
対
比
さ
せ
、
更
に
建
前
と
本
音

で
生
き
る
矛
盾
を
指
摘
し
た
句
の
「
意
外
性
」
が
光

る
句
。
佳
句
。
三
句
目
。
「
親
の
役
割
り
」
を
「
消

し
ゴ
ム
」
に
登
場
さ
せ
た
比
喩
法
が
鮮
か
。
ま
た
こ

の
句
か
ら
、
現
代
の
「
親
子
の
絆
の
方
程
式
」
の
解

き
方
を
提
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
佳
句
。
ま
た
、

四
句
目
、
五
句
目
も
佳
句
で
あ
る
。

’
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》仕事について

　　お客様の大切なお金を扱うため、緊張の毎日

　です。

　　しかし、そんな中でたくさんのお客様と話し

　ができるので、その日その日どんなお客様と会

　えるか楽しみです。
る
楽
標
そ

　
か
目

　
る
や
そ
身
想
自
優

　
え
夢

　
　
｝
　　そろそろ始まるスノーボードで今年こそは技

　を身につけたい，、

り理想のタイプ

　　自分の意見をしっかり持っている人

　　優しい入

リンリのワン所イント

0編

　英語で「Nothingventured，nothingga置ned」〔冒

険なくして、成功なし）という諺があります。意

味は日本の「虎穴に入らずんば虎子を得ず」に似、

ています，⊃

　素晴らしい成功を遂げるために、危険を冒して

行わなければならないという意味です。

又は、成長するために、強くなるために、危険を

冒して行う必要があるという意味も含まれている

と思います。

　今月、「Nothingventured，nothinggained」とい

う言葉を念頭に置いて、勇気を出して、頑張って

ください。それは充実した人生への第1歩だと私

は思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　、

　私たち皮工芸サークルは、昨年4月婦

人の家のサークル活動で始まり、現在、

サークル仲間は少人数ですが、先生を囲

んでにぎやかに月2回土曜日に集まって

います。

　作品は自由でそれぞれ小物からバッ

ク、置物まで各人がつくりたいものを製

作しております。1枚の皮から模様をつ

けたり色付けをしたり、若労してつくり

上げた作品を仲間で批評し合い、よい作

品をつくり上げ、世界に一つしかない自

分のオリジナル作品を使う充実感がたま

らなく、また次の作品へと心が弾み、次

回の教室を心待ちにしております。

　皮工芸に興味のある方は、私たちと一

緒に自分のオリジナルをつくってみませ

んか。お待ちしております。毎月第2、

第4土曜日に集まっております。
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善訪罐
轟一ストビル茄

　8月2日に、白石の中学生代表8名と2人の引率の
方たちが留学生としてやって来ました。HurstviIIeと

白石の姉妹都市が締結されてから、毎年このように交

換留学が行われていますが、例年と同様、今年も
Hurstvi”eの人たちは、白石からの訪問をとっても楽

しみにしていたようです。

　留学生たちはHurstviIIeの学校を見学したり、週末

をホストファミリーと一緒に過ごしていたようです。

この写真はHurstvilIe市での滞在を終え“さよならパ

ーティー”をしているときのものです。みなさんとて

も楽しそうに見えませんか？このように2つの異なっ

た国がそれぞれの文化や言葉の壁を乗り越え、お互い

を理解し合い、友情を育てるというのはとてもすばらし

いことなのだと改めて実感しました。そういう意味で

も、姉妹都市は大切な役割を果しているのだと思います。



十
月
は
「
土
地
月
問
』
で
す
。

『
澹
か
し
℃
懊
捲
5
、
六
切
恕
土
勉
恐
理

　
　
　
　
　
　
－
土
勉
憾
駒
施
恕
⑳
財
麗
冒
す
ー
』

　
　
　
○
ま
勉
叡
引
臆
憾

　
み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利
用

し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

　
土
地
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
土
地
は
公
共
性
、
社
会

性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
で
き
た
土
地
基
本
法
は

土
地
対
策
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て

国
民
共
通
の
認
識
と
す
る
こ
と
が
必
要

な
基
本
的
な
四
つ
の
考
え
方
を
「
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

①
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が
優

　
先
し
ま
す
．
、

（
⑭
）
土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
的
に
利

　
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
行
わ
れ
て
は

　
な
ら
な
い
も
の
で
す
．
、

④
土
地
の
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
は

　
適
切
な
負
担
で
社
会
に
還
元
さ
れ
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一定面積以上の土地について売買などの取引をする場合は事前に届出が必要です。

●売買　　●代物弁済

●交換　　共有持分の譲渡

●営業譲渡　●地上権・貸借権の設定、譲渡

●譲渡担保　●予約完結権・買戻権等の譲渡

※これらの取引の予約である場合も、事前に届

　出が必要です。

　　届出の必要な土地

翻鷺．．、螺
都市計画区域以外の区域

10ゆ00㎡以上善

一団の土地取引

1鑓灘念lil欝1二』慶1隆liき

　クの　　それぞれにつ

いて届出が必要です・　　（い＋ろ＋は＋に）≧一定面積　（イ＋ロ＋ハ＋二）≧一定面積

囲は医囹の　　　　までにしましょう。

　
　
　
　
圃
圖
麟
邸
屡
冒
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
を
経
由

し
て
知
事
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
地
個
翁
駅
個
樒
毫
憾

　
毎
年
三
月
に
国
土
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
標
準
的
な
土
地
の
価
格
で
す
。
土
地

売
買
の
と
き
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格

を
調
べ
、
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
、

　
地
価
公
示
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど

を
細
か
く
記
載
し
た
書
面
は
、
市
総
務

部
振
興
課
に
宮
城
県
内
の
も
の
が
揃
え

て
あ
り
だ
れ
で
も
簡
単
に
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
翻
斜
梱
談

　
㈹
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
が
十
月
に

全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
な
ど
で
、

土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
無
料
相
談

会
を
開
き
ま
す
。
開
催
場
所
、
開
催
日

時
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
宮
城
県
企
画
部

土
地
対
策
課
（
盈
○
二
二
－
二
一
一
－

二
四
四
四
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
土
地
取
引
、
地
価
公
示
な
ど
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務
部
振
興

課
企
画
係
（
盈
ニ
ニ
ー
二
二
二
四
）
へ
。

ら
れ
て
く
る
の
は
ど
う
し
て
で
す

か
？

A
．
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
を
抜
け
る
手
続

き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
か
ら
連
絡

は
来
ま
せ
ん
の
で
自
分
で
届
出
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
1
4
日
以

内
に
世
轡
軍
王
が
届
出
を
出
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
）
。
白
石
市
の
場

合
、
市
民
課
に
国
民
健
康
保
険
証
と

新
し
く
加
入
し
た
保
険
証
の
両
方
を

持
参
し
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
1
0
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
5
期

の
納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら

自
石
消
防
署
か
ら

　
消
火
器
の
悪
質
セ
ー
ル
ス
に
こ
注
意
1

国
麗
隼
念
⑳
腺
険
料
納
入
憾

　
　
　
　
回
塵
懸
醤
冒
便
刷
・
睾
愈
・
腱
舅

電
気
暖
房
器
は
、
使
用
前
に

　
　
必
ず
自
己
点
検
を
ー
’

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
確
実
に

納
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
「
口
座

振
替
制
度
」
を
利
用
す
る
と
大
変
便
利

で
す
。

　
納
付
に
際
し
て
の
手
数
が
省
け
ま
す

し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
、

将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
安
心

で
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た

り
、
ま
た
、
万
↓
の
事
故
や
病
気
な
ど

で
重
度
の
障
害
が
残
っ
た
り
、
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。

児
童
手
当

○
児
童
手
当
制
度
と
は

　
児
童
を
養
育
す
る
方
に
手
当
て
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
と
、
次
代
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
、

○
児
童
手
当
を
受
け
5
れ
る
人

　
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
、
一
定
の
所
得
額
未
満
の
場
合
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

O
手
当
の
月
額
は

　
第
一
子
目
　
　
　
五
千
円

　
第
二
子
目
　
　
　
五
千
円

　
第
三
子
目
以
降
　
一
万
円

○
今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。

　
今
月
は
、
平
成
九
年
六
月
分
か
ら
九

月
分
ま
で
の
児
童
手
当
が
振
り
込
み
に

な
り
ま
す
。
今
月
の
三
日
以
降
、
該
当

す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。※

振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費
二
二
ー
二
一
二
二
内
二
一
六

　
最
近
、
市
内
で
消
火
器
の
悪
質
な
訪

問
販
売
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
手
口

は
］
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
を
狙
い
、

身
分
を
偽
っ
た
り
、
虚
偽
の
事
実
を
告

げ
た
り
、
脅
迫
的
な
言
動
に
よ
り
高
価

な
消
火
器
を
押
し
つ
け
る
と
い
っ
た
も

の
で
す
。

　
悪
質
訪
問
販
売
の
手
口

①
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
な
ど
と
身
分

　
を
偽
る
。

②
消
火
器
の
点
検
に
来
ま
し
た
と
言
っ

　
て
、
古
い
型
式
だ
か
ら
買
い
替
え
る

　
よ
う
に
せ
ま
る
。
（
現
在
の
消
火
器

　
は
黄
色
の
安
全
栓
が
上
方
向
に
引
き

　
抜
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
）

③
法
律
が
改
正
さ
れ
、
一
般
家
庭
に
も

　
消
火
器
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
嘘
を

　
言
う
。

④
一
年
に
一
回
買
い
替
え
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
と
押
し
つ
け
る
。

⑤
消
火
薬
剤
の
詰
め
替
え
が
必
要
で
す

　
と
強
要
す
る
。
（
容
器
は
八
年
、
薬

　
剤
は
五
年
を
目
安
に
詰
め
替
え
が
望

　
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
消
防
署
員
は
絶
対
に
消
火
器
の
販
売

を
し
ま
せ
ん
。

　
消
火
器
の
訪
問
販
売
等
で
「
あ
や
し

い
」
と
感
じ
た
ら
、
購
入
す
る
前
に
速

や
か
に
白
石
消
防
署
（
盈
二
五
ー
二
二

五
九
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
消
火
器
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
役
立

ち
ま
す
の
で
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、
市

内
の
消
火
器
販
売
店
や
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
等
の
斡
旋
で
あ
れ
ば
安
心
で
す
。

　
ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
事

故
防
止
の
た
め
に
、
必
ず
お
買
い
求
め

に
な
っ
た
販
売
店
や
専
門
業
者
に
お
引

き
渡
し
く
だ
さ
い
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
　
（
国
民
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　
入
学
金
や
授
業
料
、
ア
パ
ー
ト
の
敷

金
、
家
賃
な
ど
入
学
時
や
在
学
中
に
必

要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制

度
と
し
て
、
国
民
金
融
公
庫
の
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
融
資
金

額
は
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
百
五

十
万
円
以
内
、
返
済
期
間
は
八
年
以
内

で
す
。
ま
た
、
在
学
期
間
以
内
で
元
金

の
据
え
置
き
も
で
き
ま
す
。
（
最
長
四

年
以
内
V

※
詳
し
く
は
国
民
金
融
公
庫
仙
台
支
店

（
a
O
ニ
ニ
ー
二
二
二
－
五
一
七
一
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
ろ
そ
ろ
電
気
暖
房
器
が
活
躍
す
る

季
節
。
電
気
毛
布
・
電
気
力
ー
ペ
ッ

ト
・
あ
ん
か
・
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は

大
丈
夫
で
す
か
？
　
数
年
問
使
用
し
て

い
る
と
、
外
観
に
異
常
が
な
く
て
も
内

部
や
コ
ー
ド
が
い
た
み
、
故
障
や
事
故

の
原
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
シ

ー
ズ
ン
は
じ
め
に
は
必
ず
十
分
な
点
検

を
行
い
、
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
毛
布
・
力
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
異
常
に
熱
く
な

っ
た
り
、
異
臭
が
し
ま
せ
ん
か
？

●
電
気
暖
房
器
全
般

　
プ
ラ
グ
の
ガ
タ
つ
き
や
コ
ー
ド
の
い

た
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
す
ぐ
に
使
用

を
中
止
し
お
買
い
求
め
の
販
売
店
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
気
ス
ト
ー

ブ
や
電
気
温
風
帳
な
ど
を
設
置
す
る
と

き
は
、
地
震
等
に
備
え
、
器
具
が
落
下

し
た
り
転
倒
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
、
近
く
に
可
燃
物
や
落
下
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

灘鞍少



ハ
ロ
厘
ワ
ー
ク
自
石
か
ら

†
凋
憾
『
高
年
齢
者
属
圏
偲
進
凋
固
』

　
　
　
『
騎
働
課
険
週
飼
麗
進
凋
固
』
層
す
。

●
高
年
齢
者
雇
用
促
進

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎

え
、
今
後
と
も
活
力
あ
る
社
会
を
維
持

し
て
い
く
う
え
で
、
高
年
齢
者
の
雇
用

就
業
の
場
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、

①
6
0
歳
定
年
を
基
盤
と
す
る
6
5
歳
ま
で

　
の
継
続
雇
用
の
推
進

②
高
年
齢
者
の
多
様
な
形
態
に
よ
る
雇

　
用
就
業
の
促
進

③
高
齢
期
の
雇
用
就
業
に
対
す
る
支
援

　
以
上
を
重
点
に
雇
用
環
境
の
整
備
に

　
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
高
年
齢
者
の
知
識
や
経
験
等
の
有

効
活
用
と
就
業
の
場
の
確
保
に
つ
い

て
、
事
業
主
の
方
々
を
初
め
地
域
の
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
労
働
保
険
適
用
促
進

　
標
語
「
働
く
あ
な
た
と

　
　
　
　
家
族
を
守
る
労
働
保
険
」

　
労
働
保
険
の
う
ち
労
災
保
険
は
、
働

く
方
が
業
務
上
ま
た
は
通
勤
途
上
の
災

害
に
よ
り
被
災
し
た
場
合
に
、
療
養
の

た
め
の
給
付
や
社
会
復
帰
の
た
め
の
援

助
を
行
う
制
度
で
す
。
一
方
雇
用
保
険

は
、
働
く
方
が
失
業
し
た
場
合
に
、
再

就
職
の
た
め
の
給
付
を
行
う
ほ
か
、
失

業
の
予
防
や
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方

な
ど
就
職
が
困
難
な
方
の
雇
用
促
進
の

た
め
の
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
必
ず
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
労
働
大

臣
の
認
可
を
受
け
て
事
業
主
に
代
わ
っ

て
労
働
保
険
の
事
務
を
行
う
労
働
保
険

事
務
組
合
に
委
託
さ
れ
る
と
便
利
で

す
。●

お
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
（
白
石
公
共
職

業
安
定
所
）
盈
二
五
ー
一
一
二
〇
七

・
大
河
原
労
働
基
準
監
督
署

盈
〇
二
二
四
－
五
三
i
二
一
五
四

誹ノ

1明纏讐灘轟脚暴蹴購吻』

福
岡
地
区
の
市
政
懇
談
会
風
景

　白石市は、市民総参画による市政　　ものです。

の発展を図るため、平成9年度、市　　　この市政懇談会のトークの中で市

民の方々，との対話を特に重視した市　　民の皆様の貴重なご意見・ご提言等

政懇談会「市民と市長のふれあいト　を得て、これからの市政に反映させ

一ク」をスタートしました。これは　　ていこうとするものです。10月の

事前の質問事項の集約をもとに、市　　市政懇談会は下表のとおりですの

長が先頭になって各地区を訪間し、　で、各地区の皆様の積極的な参加を

市民の皆様の生の声を聞こうとする　　お願いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

開催場所開催時間開催月日自治会名地区

小原公民館午後7時10月3日（金〕東、塩倉、猿鼻、中北

新町集会所午後7時10月14日（’刈新町、赤坂、明戸、湯元
小久保平

ノj・原

　市政懇談会は要望を受け付ける場所ではありません。市民の皆様の

生の声を聞く、意見交換の場所です。一その成果をこれからの市政

に反映していこうとするものですので1ご理解をお願いいたします。

女
子
求
職
者
合
同
会
議
面
接
会
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
　
時

●
場
所

●
受
付

●
面
接
会

●
主
催

H
月
2
1
日
㈹

白
石
蔵
王
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

午
後
十
二
時
三
十
分
～
一
時

午
後
一
時
～
三
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

白
石
市
働
く
婦
人
の
家

白
石
商
工
会
議
所

●
内
容

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
管
内
の
求
人
事

　
業
所
と
求
職
者
と
の
合
同
面
接
会

②
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
職
探
し
の
上

　
で
相
談
を
お
持
ち
の
方
）

③
職
業
興
昧
検
査
（
職
業
選
択
の
参
考

　
に
）

○
参
加
ご
希
望
の
事
業
主
様
は
、
事
前

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
へ
の
求
人
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
求
職
者
の
方
に
は
、
求
職
の
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
当
日

会
場
で
も
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

※
実
施
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
H

月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

岱
二
五
－
三
一
〇
七
（
担
当
　
佐
藤
V

ごみ収集日について（お知らせ）
市民の皆様へ

◆容器包装リサイクル法が施行されました
　本年4月から、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（容器包装リサイクル法〉が施行され、資源ごみ

の区分と出し方は、次のようになります。

◆資源ごみの分別が変更になりました（従来からの赤の指定袋をご利胴ください）

　空き缶・プラスチック類と空きびん類に細分別して収集しています。

方し出

水洗いし、指定袋の口元を結んでください

　収集品目の例
飲料用・スプレー缶

ペソトボトルなど

ガラス類

　　　（ふたを取り除く）

　　　種　類

空き缶とプラスチック類

類んびき空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（すでに配布しています「ごみの区分と出し方」（保存版）を参照願います／

◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています。曜日の見方は第何回目となります。）

不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

区　　分

　資源・ビン類

　第2、第5／火
　第2、第5／月

　第2、第5／木

　第2、第5／金

　第2、第5／水

　　　ご　　み
資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

可燃ごみ

火・金

月・木

月・木

月・木

火・金

　　　　地　区（地域名〉

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉！

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成9年10月の収集日は下記のようになります

不燃ごみ資源・ビン類

10／2810／14

10／27

10／23

10／24

10／13

10／9
10／30

10／31

10／22
10／8
10／29

資源・缶プラ

　10／7

　10／21

　　10／6

　10／20

　　10／2
　　10／16

　　10／3
　　10／17

　　10／1

　　10／15

　　　　可　　燃　　ご　　み

10／3、　10／7、　10／14、　10／17、

10／21、10／24、10／28、10／31

地区名

越河、斎川、大平

10／2、10／6、10／9、10／13、10／16

10／20、10／23、10／27、10／30

大鷹沢、白用、小下倉

福岡、小原

10／3、10／7、10／14、10／17、

10／21、　10／24、　10／28、　10／31

唯謝羅繍1
市街・東北本線爾側

　（白石市役所側）

　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました。

◆お願い
　1，ごみは収集日を守り、かならず収集日の朝に出してください。

　2，生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3．ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください。

◆ごみは指定の集積所へ

　1，ごみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

　2，他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

　　◎仙南リサイクルセンターでは、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30～11：30）に受付しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●⑮、市生活環境課　電話22－1314

『
再
就
職
希
望
登
録
者

支
援
事
業
』
の
ご
案
内

平
鵬
刻
年
守
周
ス
多
巳
困

　
妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
ま
た
は
介
護
の

た
め
に
退
職
し
た
け
れ
ど
、
将
来
的
に

働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
再
就
職
し
た

い
。
そ
ん
な
皆
様
の
た
め
に
、
財
団
法
人

21

世
紀
職
業
財
団
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
も
う
一
度

働
き
た
い
あ
な
た
の
ス
ム
ー
ズ
な
再
就

職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

O
登
録
者
が
受
け
ら
れ
る
支
援

・
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌
を

定
期
的
に
送
付
し
ま
す
。

・
他
の
登
録
者
と
の
交
流
会
、
セ
、
・
、
ナ

ー
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

・
再
就
職
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
助
2
1
世
紀
職
業
財
団
宮
城
事
務
所

　
〒
九
八
O
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
二

　
　
－
三
ー
十

　
朝
日
生
命
本
町
ビ
ル
九
階

　
智
〇
二
二
！
二
】
四
ー
二
〇
八
○

　
圃
〇
二
二
－
一
、
一
四
－
二
五
二
〇

　
ま
た
は
、
白
石
市
働
く
婦
人
の
家

　
a
・
圃
二
五
－
五
〇
九
五

宮城県最低賃金の

　　　　　お知らせ

　日　額4，721円

　時問額　591円

平成9年10月1日改訂

宮城労働基準局

各労働基準監督署
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▼

ポリープ

ついて

　
　
　
腸
に

■
大

恒
心
会
　
佐
藤
医
院
（
蔵
王
町
）

　
　
院
長
佐
藤
　
恒
明

〆㌻

　，ノ筆

　
大
腸
ポ
リ
ー
プ
と
は
大
腸
の
粘
膜
か

ら
発
生
す
る
い
ぼ
状
の
腫
瘤
の
こ
と

で
、
】
般
に
良
性
の
も
の
を
言
い
ま
す
。

　
大
腸
ポ
リ
ー
プ
に
は
い
く
つ
か
の
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
8
0
％
を
占
め

る
腺
腫
が
大
腸
癌
と
の
関
連
で
重
要
な

の
で
こ
れ
を
中
心
に
述
べ
ま
す
．
、

　
大
腸
癌
の
大
部
分
は
こ
の
腺
腫
か
ら

進
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
癌
化
す
る
腺
腫
は
一
部

で
、
大
部
分
は
そ
の
ま
ま
経
過
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
癌
化
す

る
の
か
予
知
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
の

で
、
発
見
さ
れ
た
ポ
リ
ー
プ
は
内
視
鏡

を
使
っ
て
摘
除
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
．
、
、
（
こ
の
こ
と
を
内
視
鏡
的

ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
と
い
い
ま
す
．
、
）

　
摘
除
さ
れ
た
ポ
リ
ー
プ
は
病
理
学
的

に
詳
し
く
調
べ
ら
れ
ま
す
。
も
し
一
部

に
癌
が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
断
端

に
癌
が
及
ん
で
い
な
け
れ
ば
こ
れ
以
上

の
治
療
は
不
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
、
、

　
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
大
部
分
は
無
症
状

で
、
一
部
に
出
血
を
認
め
る
程
度
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
早
期
に
発
見
す
る
た
め

に
は
、
症
状
が
な
く
と
も
、
積
極
的
に

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
検
査
の
内
容
は
先
ず
、
免
疫
学
的
方

法
に
よ
る
便
の
潜
血
テ
ス
ト
を
行
い
、

陽
性
と
出
た
場
合
に
大
腸
の
X
線
検
査

や
内
視
鏡
検
査
を
行
う
も
の
で
す
．
4
0

才
を
過
ぎ
た
ら
、
大
腸
癌
の
検
査
を
か

ね
て
、
年
に
1
度
、
こ
れ
ら
の
検
査
を

受
け
た
い
も
の
で
す
。

ダ

い，
ム
噸

　
　
　
　
　
　
㍗

曉が蹴戯晦恥織魁

r
歯・

暑
t

！
し

　
ダ
ー

！隔｝！

　今月の3歳6か月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね1

純平くん　　（新館町）

歩美ちゃん（福岡蔵本

伶奈ちゃん（西益岡）

田
井
橋

幕
土
高

麻里ちゃん（城　南）

尚之くん　（福岡長袋

浩基くん　　（田　町）

井
田
司

桜
武
庄

　
　
　
　
　
キ
　
　
十

　
　
　
　
　
毘
　
　
　
　
　
　
．
．
撞
，
3
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舅
些
羅
劉
“

　
　
ノ
）
　
　
、
．
，
蟻
㍑
．
灘

　
　
　
　
　
ク
タ
ー

　鴇二E‘

　
　
　
　
　
氏

　
　
　
マ

《
V
藤
一
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■
ー
　
訂
　
　
一
，

　
　
　
　
　
　
嬉

　
讐
　
　
　
　
一
　
　
一
㍉
〆

　
－
　
　
ー
ボ
愉
！

げ

9
7

r』：

－剛爬
「

飛
．

謎
『

気
応壁一郵愛燃

　藪・讐鞭贈催

ンキ

Φ
ツク

低力ロリーの

η
『

＼
＼
、
、
ー
ー
，
1
／

￥

キャベツと海鮮の蒸し煮

　×♂
氏》
ヘルスメイト白石

榛澤　のぶさん

　　　（長袋〉

　　ノ　　／　ノノ

讐署臨・己」．

　　　『
　』　　　　　【』

あさりと海老の旨昧で野菜の昧も引き立ち

さっぱりとしたおいしさです。

材料〈4人分＞
あさり一一■一・一■一一200g

むき海老…一………100g

キャベツ・……r…一200g

にんじん……■一…一60g

ちんげん菜一…一…■200g

だしラナ”■一・・一・一”一2／3c

ノ｛ター・陶・一・甲一一何小さじ1

こしょう・・…………少々

徽『『灘

、
苗

〈
作
り
方
〉

①
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
し
き
、
せ

　
ん
切
り
の
に
ん
じ
ん
と
ざ
く
切
り
に

　
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
5
㎝
に
切
っ
た
ち

　
ん
げ
ん
菜
を
入
れ
、
だ
し
汁
を
合
わ

　
せ
て
ふ
た
を
し
て
、
約
2
－
3
分
蒸

　
す
。

②
野
菜
が
し
ん
な
り
し
て
き
た
頃
、
あ

　
さ
り
と
む
き
海
老
を
入
れ
て
、
の
を

　
合
わ
せ
て
調
味
す
る
。

③
あ
さ
り
の
口
が
開
い
た
頃
、
こ
し
ょ

　
う
を
少
々
振
っ
て
で
き
上
が
り
。

栄養価（1人当り

工繍／
たん躍ず

だ

．
「
、

、

2

⊃

1・園圖囮囮。

’

0

遺伝子組み替え食品について

　
今
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
遣
伝
子
組

み
換
え
食
品
に
つ
い
て
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
．
．
こ
こ
で
み
な
さ
ん
の
疑
問

に
つ
い
て
、
農
水
省
で
出
し
た
「
組

み
換
え
作
物
」
よ
り
抜
粋
し
ま
し
た
。

Q
1
　
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
と
は

ど
ん
な
技
術
で
し
ょ
う
か
。

A
　
生
物
の
も
つ
機
能
を
上
手
に
利

用
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
技
術
で

す
。
あ
る
生
物
か
ら
目
的
と
す
る
有

用
な
遺
伝
子
だ
け
を
取
り
、
改
良
し

よ
う
と
す
る
生
物
に
導
入
し
、
新
し

い
性
質
を
付
与
す
る
技
術
で
す
。
、

Q
2
　
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を
用

い
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
に
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

A
　
実
用
化
し
て
い
る
分
野
に
は
、

医
薬
品
、
工
業
用
酵
素
、
試
薬
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
．
具
体
的
に
は
、
ヒ
ト

の
医
薬
品
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
や
医
療
用
洗
剤
の
酵
素
が
あ
り
ま

す
。
食
品
分
野
に
お
い
て
は
、
動
物

用
薬
品
（
ネ
コ
用
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
）
や
チ
ー
ズ
製
造
用
酵
素
、
飼

料
に
添
加
す
る
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
が
あ

り
ま
す

、
．
農
作
物
で
は
日
持
ち
を
よ

く
し
た
ト
マ
ト
や
除
草
剤
の
影
響
を

受
け
な
い
ナ
タ
ネ
や
大
豆
、
害
虫
に

強
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ワ
タ
等
が
米

国
、
カ
ナ
ダ
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
3
　
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を
使

う
と
安
全
上
予
想
も
し
な
い
よ
う
な

事
態
が
発
生
し
ま
せ
ん
か
。

A
　
こ
の
技
術
は
一
九
七
三
年
に
米

国
の
研
究
者
が
微
生
物
を
使
っ
て
成

功
、
こ
れ
ま
で
2
0
年
以
上
数
多
く
の

実
験
を
し
、
医
療
品
を
初
め
多
く
の

分
野
で
実
用
化
、
製
品
化
さ
れ
、
こ

の
技
術
利
用
に
は
安
全
性
評
価
が
実

施
さ
れ
、
技
術
そ
の
も
の
原
因
と
な

る
安
全
上
予
想
も
し
な
い
事
態
が
生

じ
た
例
は
一
件
も
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
だ
ま
だ
『
疑
問
は
残
る
と
思
い

ま
す
が
、
食
品
と
し
て
の
安
全
性
の

明
確
さ
と
表
示
の
義
務
づ
け
を
求
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
低
二
二
ー
二
二
二
二

型安値
5，071

　　864

　　756

　　　73

511

値

面
面
肩
恵
所
万
亜
而
面
緕
而

　
高

　成調査年月円1平

5＋502
＋113
＋14
＋1
＋3
＋13

＋　28

5，365

　894
　857
　　78

　104
　522
　732
　726
　173
305

190

測剛一
　　規　　　格
一般家庭用、10㎡

18ぞ

182

14、店頭価格、現金売り
艮、レギュラーガソリン、現金売り

誠先剤、高額㈱．測，51gで脚

液体、ポンプタイプ，700－78伽1を

￥嬰淘II判黙巻レ縦」㌶高

劉IJくぽ痛、鵡万5矯調し

固形、ブロセス、箱入り、200－225g

Mサイズ、10個入り1パック

＠
品　目

プロパンガス

灯油（店頭）

灯油（配達）

軽　　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

ズチ

卵鶏

安値
　　134

　　522

　　312

5，407

　　207

　　260

　　503

　　388

　　259

　　315

　　489

高値
　　B4

　　522

　　312

5，407

　　207

　　260

　　503

　　388

　　259

　　315

　　489

対前鯛月比

一　2
＋　59

一
＋11

平均価格

　　134

　　522

　　312

5、407

　　207

　　260

　　503

　　388

　　259

　　315

　　489

　　規　　格
普通品（1斤入り）1袋
サラ舳食驕紬割容罰1、i欄

　
ぽ
算

　
め
換

　
」

　
ひ
郎

ま
調

又
品按　

曳
9

　
ア
，
0

14、紙パック入り

ロース、チルド、100g
赤身，賜刺姐きはた又はめばり伍lg

輸入品、無頭、長さ呂～】Ocm、100g

普通品lkg
普通品1kg
ロース、チルド、100g

品　目
食パン
食用油
み　　そ
うるち米
牛　 乳

輸入牛肉

まぐろ
え　　び
にんじん
ね　　ぎ
国産牛肉



スパッシュランドしろいし 岱29－2326

認ノ脇勢昌蓼ン鐸＠鄙晦⑳

　　鍬翻蛋勝塑翻＠霧観。
市内在住で70才以上の方には割引

券があります。各地区の公民館また

は市福祉事務所へお申し込みくださ

いo

認π吻勢昌9ン群＠易伽＠

　　鰍≦凋誌翻劇2
●特典

1年間フリーパスになります。

休館日　10月8・22日

卿砂夢ユ9ン鐸＠易色晦

　　囎云禽翻翻4
●日時10月12日（日）

※当日は、大会終了まで一般の方は

プールをご利用になれませんのでご

了承ください。

なお、2階ギャラリーから大会の

応援ができますので、ぜひお出かけ

ください。

イ 勤労青少年ホーム「ALTA白石」

贈固回痂一幽読つ＠⑳翻5暫
　　　　　ア妙夕・珍家渉ンヌひ⑨7
　今年は『変化と継続』を目標に掲　　　　・，駄菓子屋　ll　l

．げ、利用者一同準備を進めておりま　　　　・ゲームコーナー

す。ぜひご来場下さるようお願いい　　　　　　　　　10：

たします。

●日　時　11月9日旧

　　　10：00～16：00
●会　場　白石市勤労青少年ホーム

●内容
・展示の部　10：00～16：00

　洋裁、手編、書道、染物、

　華道（池坊、小原流）

・軽食喫茶　11：00～15：00

・ノ寸ザ’一　　　 14：00～15：00

00～15：00

　　　　　30～13　：30
新設の，駄菓子屋は20～30代の方に

子供時代を懐かしんでいただけると

思います。また、ゲームコーナーは

小中学生大歓迎です。

　動野砂禦痂一ム鯛磨圃
O開館時間　午後1時～午後9時

O休館日日曜、祝日
　　　12月28日～1月4日
○場　所
　白石市字延命寺北15－1

　　盈・FAX25－3720

盈26・3004

人形劇を楽しもう

●日時11月15日出14：00～

　　　上映時問1時間
●場　所　白石市図書館

　　（閲覧室・文化室）
●内　容　ねずみのよめいり

●出　演　なかよしプッペ人形劇団

　　（代表　相沢邦戸さん）

　　　角田市ボランテイア団体
●主　催　白石市図書館

　　　第一児童館親の会

　　　杉の子母親クラブ

◎　古典芸能伝承の館碧水園 盈25・7949

碧水園茶会 神無月の茶会（市民茶会）

初めての方もどうぞ！！簡単にお茶

の飲み方の指導もいたします。

●日　時　10月5日旧）

　　　10：00～15：00
●お茶券　400円

秋の庭園を眺めながらお茶を楽し

んでみましょう。

●日時10月19日（日）

　　　10：00～15：00
●お茶券　薄茶一席　500円

　　　　回

　　　　　　　　　　

ひ⑤・ば

　R旧RARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）

〔全5巻〕ポプラ社

　　　　　　　鯉

内容：いろいろ寮おたのしみ会のアイデアと

　くわしいやりかた
1，おたのしみ会の計画はこうたてよう

2。かんたんにできるおたのしみ会

3，屋外でできるおたのしみ会

4。つくって食べるおたのしみ会
5，全校でできる集会のアイデア

　■新着“書案内30選
1．ようかいち通信　一人・自然・図書館一

　　　　　　西田博志著2．好きになっちゃったインド

　　　　　下川裕治責任編
3．街物語　アメリカ

　　　　　J　T　B出版事業局編
4．スペインの古都と街道　　　紅山雪夫著
5．女ひとり旅の宿　　　マガジントソプ編

6，介護・医療・年金得情報100

　　　　長寿社会文化協会監修
7．困ったときに役立つ慶弔事典

　　　　　　岩下宣子著
8．親を殺した子供たち

　　　　エリオット・レイトン著
9．「困った入たち」とのつきあい方

　　　ロバート・M・ブラムソン著
10．元気な赤ちゃんを生むために

　　　　　　横山重喜編
11、読まずに建てるな　　　　　加治将一著

12．ミセスのふだん着　　　　　小杉早苗著
13．フライパンーっで　お料理入門

　　　　　　高城順子著
14．国鉄・J　R　懐かしの駅（別冊歴史読本

16〉　　　　　　　外川淳ほか著
15．世界の一流品大図鑑197
16，全国やきものの里・窯元めぐり

　　　　　ニユーガ’イ　ド編
17，気まずい二人　　　　　　　三谷幸喜著

18．スペンサーヴィル（上・下）

　　　　　ネルソン・デミル著
19．家康諌殺始末記　　　　　　笹沢左保著
20．家族趣味　　　　　　　　　乃南アサ著
2L図鑑ピクチャーペディア　宇宙
22．できた1手作リクッキー＆ケーキ

　　　　　大石みどり指導
23．おばけやしきへようこそ！

　　　　　　ストリード作
24，音がとひーだす　のりものえほん

25．若いぼくらにできること　　今井雅之著

26．おどる12人のおひめさま　　グリム童話

27．パパ、わたしのことすき？

　　　　　カーラ・ディジス作
28．初恋スト1．1一ト　　　　藤村かおり著

29，ゆうれいママ悪魔のアイドル

　　　　　　堀　直子著
30，光の笛戦記　R　P　G・ゲームフノク

　　　　　　君野和摩作
　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　10時～16時
10月の休館目

　1～10曝書期間（本のむし干し）

　13、20、27、31　（月末整理日）

　　　白石市秋まつり・第5回白石市生涯学習フエスティバル参加事業

　　　　　　　　　　　　　　　その他魚介類を販売します．　耀1肱蠕
　　2日（日）91・・一14…　　　　実魏大会を

　　　　　　自石・登刑物産展　　　　　　埆　　　　ン2A即○麗

　　　　　　　　　　　　　　　　’・♪りじ’、㌔・　白石　　　　　　　　　　　　’

　　　ここ灘艦、、　　・騒膚鵬㈱2」
　　　1可ても揃う！　　　　　　　　1　、癒り．．夕
　　　おトケな　　　ヲヨ　ロ　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　事’《　㊨曽㊥躬

　　　　　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　　　　～
漏業・＃業

　鶴，1⊃
JA白石と森林組

合によるイベ⊃
トを開催。

木工教室やお米・

生活用品の販売
あり。

嘱幽

％

箸
．
董

錨◎

　　　宿‡‡産物コレ手スト

　　　白石一の農林産物を決定！

　　　格安の即売もあるぞ。

　　　　　　　　　　　　　　舞餓鰹

．¢事、イ　謙一一）

㌧
．

’
一
団

ズ　繊藩闇欝り1同一腓
　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わないままの　　ロ　　ロ

1、鞠　　5　　　　　　　・’　　　ミニ美術館
　　ぺ　　　　　　　　　　　　　ぜてドロロゆ
　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　のロ　　　　ぜ

　　’8　　購‘），．z　　耀翻学校

　　　　　響聾　市艮燃・1難・
　　　　　　　　、“　奪・市民の碗さん　作品展
　　　　　　　　　　　　　　　によるヨ　の　

　　　　　　　　　　　　　　　難壌，

　　　　　　　　　隔



平成10年度
白石市第一幼稚園・第二幼稚園児募集’ノ

●募集人員

　・第一幼稚園　87名

　・第二幼稚園　42名

※3歳児は第一幼稚園38名、第二幼

稚園20名を定員としますが、全体

の入園希望者が募集人員を超える

場合は、定員にかかわらず、4・5

歳児を優先しますので抽選となる場

合もあります。

●募集対象児

　・満5歳児（平成4年4月2日か

　　ら平成5年4月！日までに出

　生した者。）

　・満4歳児（平成5年4月2日か

　　ら平成6年4月1日までに出

　生した者。）

　・満3歳児（平成6年4月2日か

　　ら平成7年4月1日までに出

　生した者。〉

●入園資格　白石市在住者であること。

●保育料月額5，000円
●募集期間　11月5日（オO～11月12日

　　　　　（水）まで

平成10年度

●入園願書の交付

　10月27日（月）以降、各幼稚園にて配

付いたします。

●入園願書の受付

　11月5日から各幼稚園で受付をし

ます。

●受付場所

　希望する幼稚園の事務室

●受｛寸時間　　9：00～16：00（月）～（金）

　　　　　9：00～11：00（土）

※第2土曜日を除く

●その他

・入園許可後入園資格に違反してい

たことが明らかになった場合には入

園取り消しになります。

・小学校の学区とは関係ありません。

・幼稚園就園の振興を図るため、市

民税の課税状況により保育料を減免

する制度があ彫）ます。

　詳しくは、各幼稚園に直接おたず

ねください。

　・第一幼稚園　盈26－2347

　・第二幼稚園　a25－6326

　　　　　　　私立幼稚園
（ひかり幼稚園）園児募集ノノ

●募集年齢

　　3歳児（平成6年4月2日～平

　成7年4月1日生まれ）

　4歳児（平成5年4月2日～平

　成6年4月1日生まれ）
　　5歳児（平成4年4月2日一平

　成5年4月1日生まれ）

●入園願書の配付

　10月1日（水）以降幼稚園にて配付い

たします。

●入園願書の受付

　11月1日団午前9時より、幼稚園

で受け付けます。

●お問い合わせ先

　ひかり幼稚園（宮城県私立幼稚園

連合会自石ブロック）暦26－3390

1日技能講座受講生募集ノノ

侮ノ寄喫ク妙爵置。㈱＠冒み霧響施かツ
●日時重1月7日働
　　　　9：00－15：00

●場所
　〒989－02　白石市緑が丘1－5

　宮城県立白石高等技術専門校

●対象
　技能体験希望の方（性別問わず〉

●講座名

　①パソコン教室（OA経理科）

　②木工教室　　（建築科〉

●お問い合わせ・お申し込み先

　II月5日（オりまで、電話またはF

　AXで
　盈25－2444　FAX26－3655

平成10年度県立高等技術

　専門校学生募集”

▽1年コース

科　　名

O　A　経　　理

精密機械加工

電 気

建　　築　　製　　図

広　　告　　美　　術

インテリアサービス

設　　備　　工　　事

ファッションビジネス

ショップマネジメント

募集校

白　石

古川
気仙沼

仙台

台
川

仙
古

仙台

仙台
仙台
仙台

仙台

石巻

募集定員

20名

20名

15名

20名

20名

10名

20名

20名

10名

10名

20名

20名

▽2年コース

科　　名

自　動　車　整　備

電子制御システム

情報通信技術
情　　報　　処　　理

募集校

台
巻
沼

　
　
　
　
仙

仙
石
気

仙台
塩　釜

塩釜

募集定員

20名

20名

15名

20名

20名

30名

●応募資格

　高等学校卒業（見込みを含む）以

上の学力を有し概ね30歳までの方。

●受付期間

　10月1日（茄～10月17日（翁

●試験日11月4日（幻

●試験科目　国語・数学・面接

●入学年月　平成10年4月

　※受験料、入学金、授業料は無料

●お問い合わせ先

　各校または県職業能力開発課

　費022－211－2762

刀ロマロケ外鯵翻翻腱翻醐
　ど翻伽窃ぽ＠翻網6暫

●日　時　10月11日（土）

　　　　9＝00～12：00

●場　所　人形の蔵　駐車場

※雨天の場合ば25日（土）

●お問い合わせ先

　櫻田　暦24－5203

轍麟隷卿
う〆　　　　 繍

皿躍蜜主猛．認．無黄貿麟懲講難灘書五壷 繋ぜ』灘
白石市文化体育活動センターrキューブ」，餓ll：耀 10月の休館日

1・8・15・22・29日

JBL白石シリーズ
　10月17日から始まる第31回バスケ

ットボール日本リーグ。今リーグは、

白石において10月25日を皮切りに6

試合のカードが組まれています。

　熱い興奮と熾烈なバトルをぜひコ

ートサイドでご覧ください。

●入場料

般

高校生

中学生

小学生以下

セット券
16試含分1

前売券

1，500円

1．000円

800円

600円

7，500円

当日券

1，800円

L200円

1，000円

800円

対戦　力 ド 日　程

欄雌鵬画
脇局酷鱒噂蠣膠＠馳創

（
1
）

②

〔
電

④

6
》

⑥

N　K　Kシー示一クズー三菱電機バノ渉7〆ンズ

大和讃券ポッAブグゲーズートヨタ自動車ベゲヴーズ

住友金属ズバークズー三菱電機み％フグンズ

いすゴ自動車ギガヂャッツー松下電器ズーバーカンガルーマ

アイシン精機シーナーズージャパンエナジーググフブンズ

トヨタ自動車ペイヴーズーゼクセルブゆ一ウ〆ンズ

10月25印わ

11月9日旧1

ll月23日旧1

12月6日1土1

2月II日（水1

2月22日旧1

試合開始

15：00

15：00

15：00

15：20

15：00

15：00

騰全塑オ⑳タベ

　秋の夕べ、世界のトップアーチス

トたちが奏でるヴァイオリン、チェ

ロ、ヴィオラ。バッハの「無伴奏チ

ェロ組曲」等の名曲がコンサートホ

ールに響きわたります。

●日　時10月9日伽
　　　　18130開演

　　　　18：00開場

●入場料：前売り　2、000円

　　　　当日売2，500円

§翻膨魏塊学鷹鑓膨露⑫獄癒切
　「ラチタ」ってなんでしょう？

「トラゐ二夕」ってどんな音楽？？

第4回目は「楽曲形式のおはなし」

です。それぞれの特長と成り立ちに

ついて解説します。ぜひご聴講くだ

さい。

●日時　10月11日出

　　　　18：30開演　18：00開場

●入場料1当日券　大人2，豆00円、

　　　　高校生以下1，050円

　毎週日曜午後1時30分、N　H　K総

合テレビでおなじみの三遊亭小朝師

匠がキューブコンサートホールで公

開録画撮1）を行います。楽しいおし

ゃべり、愉快なひとときをお過ごし

ください。

●日時10月7日（火1

　　　　18：10開演　17：30開場

●入場料　観覧整理券が必要です。

●お問い合わせ先

　NH　K仙台放送局　事業

　費022－211一正016

駒囲藷コン彰一全

「夏の思い出」など数々の名曲を作

曲したことで知られる中田喜直氏と

ソプラノ歌手松倉とし子さんによる

親子のためのこころあたたまるコン

サート。ちなみに小原中学校の校歌

は中田先生の作曲です。

●日　時10月18日〔土l

　　　　I8：30開演　18100開場

●入場料：前売券

　大人LOOO円、高校生以下500円

白石市働く婦人の家 盈25・5095 10月の休館日

6・10・12・20・26日

働ぎながらの介護を実践するために 第23回“働≦婦人の家の
　　まつりのお知らせ

尻醤蓼老痂劃覇慰§ナー⑳翻麺5暫

●日時

所
容

場
内

●
●

●受講料

11月28日（金1

10；00～12：30

白石蔵王パレスホテル

①講義

②体験発表「働きながら

　介護をして思うこと」

③ビデオ

　「働きながらの介護」

無料

●共催唄抱1世紀職業財団宮城事

　　　務所　白石市働く婦人の家

●定員40名
●お申し込み先

　直接働く婦人の家に電話かご来館

のうえ、お申し込みください。

　なお、実施内容についての詳細は

ll月号でお知らせいたします。

●日　時ll月15日ω一16日旧）

　　　　9：30－15：00

●場所白石市働く婦人の家
●内　容　作品展示・舞台発表

　　　　バザー等
※詳しくは11月号でお知らせいたします。

ミニ展示会のお知らせ

10月3日（金）～24日（金）

・水彩画…㈱白石ニチレイフーズ

・油　絵…セラビ白石

フォトスワン…白石市役所



／
笹
幡

　　南地区（人工肛門・人工膀胱）

　　　造設者相談会のお知らせ

　ストマーを造設した方や、その家

族の相談会です。どうぞお気軽にお

出かけください。無料です。

●日時10月14日（畑3：00～16100

●場　所　角田市民センター

　　　　角田市角田字牛館10

　　　　盈0224－63－2221

●内容
　①医師等による「医療および術後

　ケア」について

　②福祉制度全般について

　③体験の発表や話し合い

　④メーカーによる製品の展示や補

　装具全般の相談

⑤その他生活全般について

●連絡先　白石市田町1－4－36

　宮城県南地区幹事　追木守人

　盈25－3285

　　マーク』登録店なら

　　　安心で劃

　理容店、美容店、クリーニグ店の

お店選びはSマーク登録店で！

　S　a　f　e　t　y（安全〉

　事故が発生した場合の賠償保険

　S　a　n　i　t　a　t　i　o　n（衛生）

　施設や設備の内容
　S　t　a　n　d　a　r　s（標準）仕事や

　サービスの内容

※制度の詳細については、県環境衛

生営業指導センターまでお問い合わ

せください。

　暦022－233－2866

斎
2回白石市民尺八基礎講座のお知らせ

●日時
　10月21日（グO、24日（金／、

　28日㈹、31日幽の4日間

●場　所　中央公民館第2研修室

●講　師　琴古流尺八竹友社師範

　　　　および全国竹友会会員

●受講料無料
●対象者　初心者で年齢・性別は問

いません。どなたでも「荒城の月」

が吹けるように丁寧にお教えします。

　　っておきの芸術祭in

　　　せんなん』開催のお知らせ

　障害者の方々が作成した絵画、書、

陶器、写真、その他の創作品の展示

会です。

●日時10月4日出～5日旧）
●場　所　仙南芸術文化センター

　　　　（えずこホール）

　　　　大河原町字小島1－1

　　　　ao224－52－3004

●お問い合わせ先

　宮城県障害者芸術祭実行委員会事

　務局（県大河原福祉事務所内）

　岱0224－53－3111（内線307）

※尺八は一尺八寸管を使用（尺八の

無い方には講座の期間中お貸ししま

す。〉

●i受　イ寸　10月7日～20日

　　　　18：00～21：00・

●定員10名（定員次第締切り）

●主　催　琴古流尺八宮城竹友会

●後　援　白石市教育委員会ほか

●お問い合わせ・お申し込み先

　　　　盈25－2835　日下右門

切にしましょう。

　あなたのからだ！

　毎月第2月曜日は「過労死」等に

関する全国一斉相談の日です。相談

は無料で、秘密は厳守されますので

お気軽においでください。

●日　時　毎月第2月曜日

　　　　10：00－16：00

●場所
　財団法人労災年金福祉協会
仙台相談所

　〒980仙台市青葉区本町1－11－2

　SK小田急ビル3階
　費0120－603114（フリーダイヤル）

田成9年度青年海外協力隊の秋募集！！

　あなたの技術・経験・情熱を発展

途上国で活かしてみませんか。

●応募資格

　満20歳から満39歳までの日本国籍

を持つ方

●募集期間　10月15日困～11月30日（日）

●選考試験

　1次：筆記試験（技術、英語、協

力隊員適正テスト）及び健康診断

（書類審査）

　2次：面接試験（個人面接、技術

面接）及び健康診断（検診）

●派遣期間　原則として2年間

●派遣職種

　農林水産・加工・保守操作・土木

建築・保健衛生・教育文化・スポー

ツの7部門、約140職種

●待遇等

　現地生活費、任国までの往復航空

運賃等、必要経費を事務局が負担し

ます。既婚者については、配偶者及

び子女の現地一時呼び寄せ制度（1

回限り、経費一部本人負担）があり

ます。

●現職参加

　現に企業や団体に勤務している人

が、有給休職などにより協力隊に参

加する場合、所属先に対し、人件費

の一部を補填する制度を設けていま

す。

●お問い合わせ先

〒980仙台市青葉区一番町4．6－1

　仙台第一生命タワービル15F

　国際協力事業団東北支部

　協力隊担当費022－223－4772

0
　
。
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　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　　a

公立刈田綜合病院臨時職員を募集します。

●職種及び採用予定人員

　臨床検査技師（臨時職員）1名

●応募資格

　平成9年10月1日現在で満年齢が

45歳未満の方で臨床検査技師免許を

有する方。

●募集期間　10月31日1金ぽで

●応募方法

　履歴書（市販の用紙を使用〉に必

要事項を記入のうえ公立刈田綜合病

院庶務課人事係へ送付してくださ

い。面接日は追って通知します。

●採用日

　書類・面接審査により決定します。

※応募手続、その他雇用条件等に関

する問い合わせは、公立刈田綜合病

院庶務課人事係へ

　〒989－02　白石市大手町2－！

　盈25－2145　（内線323）

家庭介護者教室参加者募集ノノ

　家庭介護者に多くの知識や技術を

習得していただき、日常介護面での

問題を多少なりとも解決することを

目的に、家庭介護者教室を開始いた

します。

●日　時

　平成9年
　10月25日1土）9：00－12：00

　11月22日1土）9：00～12：00

　12月15日（月）～19日（金）

　　　　　　9：00～16；00
　平成10年

出
出
也

日
日
日

4
1
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月
月
月
場

1
2
3

　
　
　
会

　
　
　
●

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00－12：00

　デイサービスセンター茶園

●費用無料

●内容
　・上手に利用したい在宅福祉サービス

　自宅で看る高齢者の介助

　・介護用品の使用と方法

　・お年寄りにやさしい介護用具

　・高齢化を取り巻く社会情勢と諸問題

　・意見交換パート1・2

●定員25名
（定員になり次第締切りますので、

お早めに申し込みください。）

●交通
　白石市役所前　午前8時30分出発

で送迎します。

●お申し込み先

　白石市福祉事務所　長寿福祉係

　盈22－1400

　デイサービスセンター茶園

　盈25－0007

第33回白石市断郊競走大会参加者募集’ノ

●日　時11月16日旧）9：00～

　（雨天時11月23日旧）に延期）

●場所白石川緑地陸上競技場周辺

●種目
・約1，500M（小学3，4年男女）

・約2、000M（小学5，6年女・一般男

　　　　50歳以上・女30歳以上）

・約2，500M（小学5，6年男・中学女

・高校女・一般男40歳代・女30歳未

　満）

・約3，700M（中学男・一般男30歳代）

・約6，800M（高校男・一般男30歳未

　満1

●主催白石市陸上競技協会
●お申し込み先

　市教育委員会社会教育課内

　清原　盈22．1343

　※締切日11月4日（幻期限厳守

●お問い合わせ先

　太田　盈25－8833

　佐竹盈25－6132

唯

’1

県民の皆様の環境の保全、

創造に向け取組の事例を募集します。

①地域ぐるみでの環境負荷の低減に向

　けた活動（省エネ対策、生活排水対

　策、ごみの減量化・資源化対策等〉

②地域ぐるみでの樹木・花卉等の植

　栽などの緑化活動

③民間団体の環境保全活動への参加

　など、県民の皆様が平成8年度に

　行った環境保全活動の事例をお知

　らせください。

●募集期間　11月14日まで

●応募方法

　平成8年度の取り組みの事例、取

り組みの感想、行政への要望などを

千字程度に取りまとめ、住所、氏名、

年齢、性別、職業及び電話番号を記

入のうえ、下記まで送付ください。

〒980－70　宮城県環境生活部環境政策課

　FAX　O22－211－2696

　インターネットkankyo－s＠pre£miyagi．JP

●お問い合わせ先

　宮城県環境生活部環境政策課

　盈022－211－2664

第6回全国一斉親子で楽しむ

ネイチャーゲーム大会参加者募集ノ1

躰盈虜謄窃侭獄易到
　木は無口だけれど、すごくたのも

しい隣人です。もう一度、木につい

て見直し、ネイチャーゲームを通し

て木と友だちになってください。

●日時10月19日（日）

　　　　10100～12：30小雨決行

　　　　（受付開始は9：30）

●会場白石城大手二門前集合
●参加対象　家族連れ・大入・子供

（小学生以上なら子どものみも可）

●定員100名
　　　　（お申し込み先着順）

●参加費　高校生以上　300円

　　　　子ども　　200円

●お申し込み方法

　みやぎ蔵王ネイチャーゲームの会

の小野（ことレ）はうす　費0224－34－

1882）に電話で10月10日までお申し

込みください。詳しいご案内をお知

らせします。



10月5日

　内科　広　瀬　医　院盈25－0238

　外科　刈　田　病　院暦25－2145

　歯科水野歯科医院奮26－2401

10月10日
　内科　海　上　医　院盈25－1501

　外科宮城医院紐25－2062
　歯科　村上歯科医院〔蔵王剛盆33－4125

10月12日
　内科　水野内科クリニックa25－2736

　外科　刈　田　病　院費25－2145

　歯科谷津歯科医院盈26－3254

10月19日
　内科梅津内科医院費24－3571

　外科刈田病院暦25－2145
　歯科亘理歯科医院盈26－2563

10月26日
　内科　引地泌尿器内科クリニック盈26－2823

外科　加　藤　医　院盈26－2653

　歯科　白石中央歯科医院盈24－5554

11月2日

　内科塚本内科医院低26－1026
外科　刈　田　病　院盈25－2145

歯科　吉村歯科医院a26－2118

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故（8／1瑠螺†

事故発生件数　　51｛牛（495件）

死亡者数　　0人（　2人）
負傷者数　17人（117人）
物損件数　41｛牛（397イ牛）

■人ロ41，674人（前月比）一27人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

帰2・脚　 帰21，195

■世帯数

　　　　※住民基本台帳から
書12，697
　　　　　8月31日現在

　　　の行政相談週間
　　　（悩みや苦情はまず相談を）

　10月12日旧〉から18日（土〉までの1週

間は「秋の行政相談週間」です。

　総務庁では、行政相談制度をより

気軽にご利用いただくため、この一

週間を「秋の行政相談週間」として、

全国一斉に各種の行事を実施しま
す。

　行政相談は、国をはじめ、県や町

などの行政機関、金融公庫、道路公

団、N　T　T、J　Rなどの仕事につい

て、皆様が持っている苦情・意見・

要望などの相談に応じて、その解決

や実現のお手伝いをするものです。

行政相談委員は、いつでも自宅で皆

様の相談に応じていますが、期間中

は行政相談所を開設いたします。

　なお、相談は無料で、秘密は守り

ます。

【特設会場】

●日時10月3日働

　　　　13：30～15：30

●場所白石市斎川公民館
【定｛列相談】

●日時10月15日励

　　　　10：00～15：00
●場　所　白石市役所第二会議室

【行政相談委員】

・佐藤きみ子（自宅盈25－3093）

　白石市上久保3の6

・猪股　三郎（自宅盈25－3974）

　白石市郡山字荒屋敷12の8

　　　体障害者相談員及び精神薄弱者
　　　　相談員のお知らせ

　身体及び知的障害の相談員として

下記の方々が宮城県知事より、業務

委託されています。

◎身体障害者相談員

・佐藤誠（暦25－2720）

　南町二丁目4－18
・村上要二（費28－2807）

　越河字丑山27－7

・跡部政敏（盈26－3640）

　字柳町8重

・黒澤昭三（費25－6173）

　大平森合字南六角39

・松野ふさ（盈25－2596FAX24－4235）

　城北町6－8
・黒田　豊（盈25－4523）

　福岡蔵本字鍋石一番6

◎精神薄弱者相談員（知的障害）

・齋藤敬（盈25－2349）

　字沢目89

※各種相談は、随時相談員が直接受

け付けておセ）ます。（電話可）

　また、身体障害者相談は毎月9日

（休日等の場合は翌日）市役所の第

3会議室にて午前10時～午後3時に

実施しておりますので、ご利用くだ

さい。手話の相談もできます。

●お問い合わせ先

　市福祉事務所社会福祉係

　費22－1400

自石陽光園まつりのおしらせ

躍多㊨鵜脇ζ拠か㊨㊨よ蜀＠《創

　皆様と楽しい一日を過ごしたく、

多くのアトラクション、販売コーナ

ーを設けご参加をお待ちしておりま

す。

※小学生以下には、スタンプラリー

でお楽しみ袋をプレゼントします。

●日時10月12日1日）

　　　　10：15－14；30（雨天決行）

●場　所　白石陽光園グラウンド

●送迎バス　白石駅発　　9：40

　　　　　　　　　　10：30

　　　　　陽光園発　　14：40

●お問い合わせ先

　社会福祉法人　白石陽光園

　盈25－9511

「97TBCラ蓼磁藁誌，らせ

　TBCラジオは過去15回にわた

り、県内各地でウォーキングとオン

エアを合体させた動くイベント「ラ

ジオウォーク」を実施してきました。

参加者の皆様からご好評をいただ

き、すっかり恒例となったこのイベ

ントを今年は『197T　B　Cラジオウ

ォーク・イン・白石～城下町ウォー

ク』と題して「水と緑のまち白石」

で開催。ルシア塩満によるインディ

アンハープのミニコンサートも行わ

れる今年のラジオウォークに、皆様

お誘いあわせのうえご参加ください。

●日時
　10月19日（日〉12：15～15：30

　（オンエアは15：00まで）

●集　合　益岡公園（1L30）

●パーソナリティ

　若生哲旺アナウンサー

　郡　和子アナウンサー

●解説
　小岩　庄一（郷土史家）

●お問い合わせ先

　市総務部振興課a22－1324

r酬

自石郵便肋らのお知らせ

か⑳伽伽絵を
　　男慮暴冒《慰書脚
　白石郵便局では、今年も市内幼稚

園児の絵画作品展を開催いたしま

す。かわいい子供たちの絵を一度ご

覧になってください。

　また、市民の皆さまにご協力いた

だいている国際ボランティア貯金の

活動を撮影したパネル展も開催しま

す。

△市内幼稚園児絵画作品展

●日程
　第1回　10月6日（月）～16日（木）

　第2回　10月18日出～29日伽

●場　所　白石郵便局

　　　　コミュニティールーム

　　　（キャッシュコーナー奥）

△国際ボランティア貯金パネル展

●日程10月13日（月）～24日㈹

●場　所　白石郵便局窓ロロビー

「角養祭』開催のお知らせ

　宮城県立角田養護学校では、「第

12回角養祭」を行います。障害を持

った子どもたちが、一生懸命学校生

活を送っている姿を、多くの方々に

見ていただきたいと思います。

　みなさまのご来校を心からお待ち

しております。

●日　時10月26日（日）

　　　　9：30～14：00

●場　所　宮城県立角田養護学校

　　　　角田市島田字御蔵林24－1

　　　　（はぐくみ学園隣り）

●内容
　・展示

　児童、生徒の作品（絵や工作）、

　写真など

　ステージ発表

　劇、歌、合唱、太鼓など

　・即売

　児童、生徒がつくった工芸品

（壁　飾り）、木工品（フラワーボッ

クス）、陶芸品（花瓶、カップ）、手

芸品（テーブルクロス、座布団）、

農作物など

　・フ。レイランド

　遊び道具がいっぱいの部屋

●お問い合わせ先

　角田養護学校　盈0224－63－2555

紙上騰㈱
　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

小室徹志氏、及川祐子氏、金子清三

氏、村上金助氏、麻生靖子氏、学校

法人吉見学園　清算人代表吉見たけ

氏、㈱七十七銀行　代表取締役勝股

康行氏、佐藤不動産、東北日通工㈱

代表取締役社長　白井紘一氏、保科

毅氏、光淋堂我妻表具店　我妻勉氏

秋季川干しのお知らせ

　用水路の維持補修のための川干し

をおこないますので火の元に十分ご

注意下さい。また、各ご家庭の周囲

の側溝や占用箇所の土砂上げ等につ

いて、御協力お願い申し上げます。

●実施区域

　白石土地改良区管轄用水路全域

●実施期間

　10月11日（土）6：00から

　10月13日（月）17：00まで

　　　（3日間夜間を含む）

●お問い合わせ先

　土木部建設課費22－1326

冒97秋朧響察会の

●日時
●場所

●集合
●解散
●参加費

●持ち物

10月12日（日）

国立南蔵王青少年野営場

周辺

野営場駐車場　9：30

野営場　14：00

大　人300円

中学生まで200円

（資料・保険料等）

ザック、昼食、防寒着、

水筒、帽子、ビニール袋、観察ノー

ト、双眼鏡、保険証等

●お申し込み・お問い合わせ先

　ハガキに住所、氏名、性別、年齢、

電話番号等を記入のうえ、下記まで

〒989－12　柴田郡大河原町字錦町3－32

鈴木喜弘　廿0224－52－5605

　　　　（19100～22：00）
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達家歴代公の版画の掛け軸を、白石城歴史探

訪ミュージアムに寄贈していただきました。

趣味は「音響機器、カメラ、渓流釣り、熱

帯魚飼育です。」と多彩にとんでいます。

今後は「後継者育成と技術低下の改善に力

を入れていきたいですね。また、機会があれ

ば今度は表装部門で第1位をとってみたいで

すね（笑）。」頑張ってください。

今年3月7日、千葉職業能力開発センターで行われた第16回技能グランプリ

（中央職業能力開発協会、全国技能士連合会主催）の壁装職種で第1位となり、

労働大臣賞を受賞したのは有限会社光淋堂代表取締役の我妻　勉さんです。

　この大会は、28の競技種目に全国から約400名が参加、壁装職種には1級技

能士を持った腕自慢14人が参加しました。「昨年チャレンジしたものの9位に

とどまりがっくり、再び挑戦した。」という我妻さんは、今の業界にはめずら

しくクロス、じゅうたん、カーテン、襖、障子、掛け軸といった表具・内装業

全般をこなしています。「キューブ」の内装も手掛けました。

　この世界に入ったきっかけは「こまい仕事が

好きで、定時制夜間高校在学中の16歳で家業　　　　　貫響　磁㌦ず

に就き、父親の元で修業をしました。」とい　鞠

う、この道32年の経験を有するベテランです。

先日は「表具屋の役目は古いものを後世に

残すこと。」として、明治時代につくられた伊
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思いやりのある素敵な女の子になってね
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　明るく伸び伸羅育イてね

ママからひとこと　　　　　　　　　　　も
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